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 和歌山県公立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）は、地方独立行政法人法第２８

条の規定により、公立大学法人和歌山県立医科大学（以下「法人」という。）の平成２１年度業務実

績に関する年度評価を実施しました。 

 年度評価は、中期計画に基づき法人が作成した年度計画について、評価委員会が当該年度の実施状

況の調査及び分析を行い業務実績全体について総合的に評定を行うものです。 

 今回の年度評価は、平成１８年４月に法人設立後、４回目の評価で、法人の自主的・自律的な運営

及び大学の教育研究の特性に配慮しつつ、法人から提出された業務実績報告書及び法人に対するヒア

リング等により、年度計画の実績及び法人の自己評価の妥当性を総合的に評価しました。 

 評価委員会としては、今回の年度評価の結果が今後の法人及び大学運営に積極的に活用され、効率

化、活性化等が図られることにより、教育・研究・診療が一層充実するとともに、法人の業務運営状

況について、県民のより一層の理解が深まることを期待します。 

 なお、今回の評価委員会による年度評価を踏まえ、翌年度以降の年度評価について、改善・充実を

図ることが重要であると考えています。 

 

  平成２２年８月 

                       

                      和歌山県公立大学法人評価委員会 
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第２ 項目別評価 

 

 １ 教育研究等の質の向上 

 （１）教 育            ･･･････････････････････････････････････････２ 
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 （４）地域貢献          ･･･････････････････････････････････････････４ 
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 ２ 業務運営の改善及び効率化 
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    ４ 自己点検・評価及び情報提供 
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第１第１第１第１    全体評価全体評価全体評価全体評価                          

                    

    １１１１    総総総総    評評評評 

 

○ 「公立大学法人和歌山県立医科大学は、医学及び保健看護学に関する学術の中心として、基

礎的、総合的な知識と高度で専門的な学術を教授研究し、豊かな人間性と高邁な倫理観に富む

資質の高い人材の育成を図り、地域医療の充実などの県民の期待に応えることによって地域の

発展に貢献し、人類の健康福祉の向上に寄与する。」という基本的な目標のもと、平成２１年

度は、地方独立行政法人として４年目を迎え、中期目標期間の３分の２を経過したところであ

るが、公立大学法人として求められている「地域に開かれた大学」及び「地域社会への貢献」

という使命を果たすべく、より良い大学教育と地域医療を実現するために、教職員が一丸とな

り組織の充実・拡充と事業の拡大に取り組んだ。 

  その結果、昨年度までの成果を生かしながら、年度計画を順調に進めるとともに、さらなる 

改革・改善を図りつつある。 

○ 年度計画記載３０３事項の実施状況を確認したところ、３２事項について「計画を上回って

実施している。」と認められ、また、２６５事項について「年度計画を十分に実施している。」

と認められる。一方、６事項について「年度計画を十分には実施していない。」と認められる

も、これらを総合的に勘案すると、中期目標・中期計画の達成に向けて、全体的には概ね順調

に進んでいると認められる。なお、研究費の不適正支出や医師国家試験合格率の低下等の新た

な問題が生じていることに留意する必要がある。 

 

    ２２２２    特色ある取組等特色ある取組等特色ある取組等特色ある取組等 

 

  ○ 平成２１年度より、医学部入学定員が１０名増員され、９５名（一般枠７０名、県民医療枠

２０名、地域医療枠５名）となったことに伴い、紀三井寺キャンパスでの基礎教育棟の改修と

ともに、三葛キャンパス内に、「医学部三葛教育棟」の供用を開始し、教育環境を整備した。 

○ 地元企業からの寄附により、「高度医療人育成センター」を建設し、医学部におけるＣＢＴ

（コンピューターを用いた多岐選択形式試験）・ＯＳＣＥ（客観的臨床能力試験）の場を提供

し、臨床技能研修センター（スキルスラボ）及び卒後臨床研修センターの移設や、女性医療人

支援センターの設置など、医療人の育成に努めた。 

○ 平成２０年度に開設した大学院保健看護学研究科（修士課程）において、健康に関する様々

な分野と連携しながら、保健・医療・福祉をとりまく環境に先駆的に対応できる専門職の育成

を行い、一期生１３人の修了生を輩出した。 

○ 積極的な外部資金の活用、特別研究員の採用など、研究活動の充実を図るとともに、優れた

研究成果の知的財産化を進めた。また、疾病予防につながる研究を行うために、「みらい医療

推進センター」を開所した。 

○ 附属病院は、県がん診療連携拠点病院に指定更新され、「腫瘍センター（化学療法、放射線

治療及び緩和ケアの三部門）」の開設など、がん診療体制の充実を図り、がん診療に貢献した。 

○ 附属病院では、地域医療の中核機関として、県民の期待に応えるとともに、臨床教育や実習
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の場を提供し、医療人の育成にも貢献した。さらには、診断書作成所要期間が２４.１日から 

１４.１日まで短縮されるなど、患者サービスが向上した。 

○ ＤＰＣ（診断群分類包括評価）コード分析システムの導入により、ＤＰＣデータを用いた経

営分析が行われており、診療収入の増加が図られた。 

○ 本院・紀北分院ともに、病床稼働率は前年度を下回ったが、平均在院日数は短縮できた。 

○ 収入の大部分を占める病院収益も増加しているが、診療収益の増加以上に診療経費が増加し

ており、さらなる経費節減努力が必要である。 

○ 昨年度まで達成できなかった委員会の廃止・統合や事務組織の改善が行われた。 

○ 法人財務については、積極的に収入の確保と経費の削減に努め、当期総利益約３億４千万円

を計上した。  

 

 第第第第２２２２    項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価 

                                  

評
定
の
区
分 

 Ｓ･･･特筆すべき進捗状況にある。 

 Ａ･･･順調に進んでいる。 

 Ｂ･･･概ね順調に進んでいる。 

 Ｃ･･･やや遅れている。 

 Ｄ･･･重大な改善事項がある。 

 

    １１１１    教育研究等の質の向上教育研究等の質の向上教育研究等の質の向上教育研究等の質の向上 

 

    （１）教（１）教（１）教（１）教    育育育育 

    【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載１３０事項中１２９事項が「年度計画を上回って実施している。」又は「年

度計画を十分に実施している。」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施

していない。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

        【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

        〈医学部〉 

○ 医師国家試験の合格率が８７.５％と、前年度より７．７ポイント低下し、全国順位も８０

校中、４５位から７３位と大幅に後退しており、原因の探求と対策とともに、今後、改善に

向けた努力が必要である。 

○ 平成２１年度の学生定員増に伴せて、カリキュラムの改定を行い、人文系の選択教科を増

やすために、外部教員２名を増員した。 

○ チーム医療やインフォームドコンセントに不可欠なコミュニケーション能力を育成するた

め、地域の老人福祉施設・保育所・障害者福祉施設における実習機会の継続により、地域医

療マインド育成に努めた。 

○ 平成２２年度より後期入学試験の廃止を決定した。 

○ 「高度医療人育成センター」の建設及び基礎教育棟・実習棟の改修により教育環境の整備

を行った。 
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〈保健看護学部・助産学専攻科〉 

○ 保健師、助産師、看護師の国家試験の合格率が１００％であったことは、教育水準の高さ

を示すものである。 

〈助産学専攻科〉 

○ 地域医療への参加を促進し、地域との交流、医療への学生の関心を高めるため「助産管理

実習」において、開業助産師のもとで宿泊・実習を行い、母子保健活動や助産所業務を学ぶ

など、地域医療を実践するカリキュラムを配置し、全員が履修した。 

〈共通〉 

○ 教務学生委員会委員及び健康管理医により効果的相談体制を取るとともに、健康管理セン

ターで学生の健康管理を行った。なお、保健看護学部では外部カウンセラーによる学生相談

に応じた。 

○ 留学生に対し、安全講習会を実施した。 

 

    （２）研（２）研（２）研（２）研    究究究究 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んで（順調に進んで（順調に進んで（順調に進んでいる。）いる。）いる。）いる。） 

 年度計画の記載２７事項中２６事項が「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計

画を十分に実施している。」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施して

いない。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

 ○ 観光医学講座において、「スポーツ・温泉医学研究所」で活発な研究活動を行うとともに、

和歌山市中心部で新たに「みらい医療推進センター」を開設し、疾病構造の改善、診療活動

の改善及び疾病予防に取り組んだ。 

○ 特定研究助成プロジェクトにおいて、７件の応募から４件を採択するなど、講座の枠を越

えた研究の推進に努めた。 

○ 公募による優秀な人材確保のため、教員の選考及び昇任基準をより具体化する規程を制定

・施行した。 

○ 特別研究員を雇用し、研究者層の充実を図るとともに、基礎系教員の定数を増やし、学内

助教（基礎）の制度を創設した。 

○ 産官学連携推進本部にて、株式会社紀陽銀行とともに「異業種交流会」を開催し、企業と

のマッチングを促進した。 

○ 附属病院におけるがんの診療体制を充実し、県がん診療連携協議会の講演会を９回、県内

医師向け緩和ケア研修を８回開催し、さらに、地域連携パスの作成に着手するなど、県内の

がん対策に大いに貢献した。 

○ 多様な研究内容を公開するとともに、その成果を評価し、意欲を高めるため、積極的に顕

彰した。 

 

    （３）附属病院（３）附属病院（３）附属病院（３）附属病院 

    【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載６２事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画
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を十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

     ○ ケアマインド教育、地域の老人福祉施設・障害者福祉施設・保育所実習などを通じて患者

本位の医療を志す教育を推進した。 

○ 卒後臨床研修センターを中心として、１７の協力病院に、延べ１３１人の研修医を派遣し、

研修を実施した。 

○ 生涯学習や医療従事者を対象とした研修会を開催するとともに、地域の医療機関等に医師

や研修医を派遣するなど、多岐にわたる支援を行った。 

○ 医療技術の開発、普及等を推進するため、新規分野の「循環器画像動態診断学講座」を開

設した。 

○ 紀北分院では、新病院での卒後研修のための研修医宿泊室を１６名分確保し、受入体制を

整えた。 

○ 先進医療の許可件数が４件あったが、１件が保険収載されて３件となった。 

○ ドクターヘリの年間３８７回の出動により、迅速な医療機関への搬送に大いに成果をあげ

た。 

   ○ 患者のニーズに応じた診療体制を確立するため、腎臓内科・血液浄化センターにおいて、

膠原病・リウマチ診療等を開始した。 

○ 県がん診療連携拠点病院の指定更新を受け、「腫瘍センター（化学療法、放射線治療及び

緩和ケアの三部門）」を１０月に開設し、がん診療体制の充実に貢献した。 

○ 医療安全推進部の体制強化を行った。   

○ 本院・紀北分院ともに、平均在院日数は改善された。 

○ ９月より、診断書作成ソフトの導入と診断書クラーク３名の配置により、診断書受付から

交付までの所要期間が２４.１日から１４.１日に、１０日程度短縮した。 

   ○ 未収金対策専任職員を２名配置し、夜間・休日の督促・徴収を実施した。 

○ ＤＰＣコード分析システムにより、適正なコーディングに取り組むとともに、レセプトチ

ェックシステムを導入し、経営改善につながる取り組みを実施した。 

   ○ 看護師の部分休業制度などを導入し、看護師の労働環境の改善に努力した。 

○ 医師等の業務負担の軽減を図るため外来クラーク１８名を導入するとともに、紀北分院に

おいて給食業務を全部委託し、検体搬送業務の外部委託を行った。 

○ 紀北分院において、現業部門にアウトソーシング等を導入した。 

○ 新病院への移行期に当たるため、紀北分院の病床稼働率が下がっているが、新病院開設後

の改善を期待する。 

 

    （４）地域貢献（４）地域貢献（４）地域貢献（４）地域貢献 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＢＢＢＢ（（（（概ね概ね概ね概ね順調に進んでいる。）順調に進んでいる。）順調に進んでいる。）順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載１４事項中１３事項が「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計

画を十分に実施している。」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施して

いない。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 
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 ○ 小児保健医療体制充実のため、「小児成育医療支援学講座」にて、本学附属病院や公立那

賀病院において相談業務を行っているが、臨床心理士を増員した結果、相談件数が前年に比

べ大幅に増加した。 

○ 安全・安心な周産期医療体制を確保するための調査・研究を実施した。 

○ 県がん診療連携拠点病院として、県内医療従事者に対して講演会を９回、県内医師向けの

緩和ケア研修を８回開催し、多数の参加者により、がんの知識向上に大いに貢献した。 

○ ドクターヘリの運行継続により、隣接する県及び当県のへき地救急医療に３８７回出動し、

病院間搬送や救急病院との連携が円滑に行われ、多くの重症患者の救命救急に貢献した。 

○ 県内の小・中・高校生を対象に、本学教員による２３回の出前授業を行った。 

○ 観光医学講座ツアー及び認定講習会を開催することにより、観光立県和歌山として、特色

ある医療を展開した。 

                               

    （５）産官学の連携（５）産官学の連携（５）産官学の連携（５）産官学の連携 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＢＢＢＢ（（（（概ね順調に進んで概ね順調に進んで概ね順調に進んで概ね順調に進んでいるいるいるいる。）。）。）。） 

 年度計画の記載５事項中４事項が「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施していな

い。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

   ○ 株式会社紀陽銀行との連携協定に基づき、共催による異業種交流会、相談会を開催し、企

業とのマッチングを促進し、受託研究まで発展させた。 

○ 県内他大学との単位互換を実施できる機会を広めるため、遠隔講義システムを導入した。 

○ 高等教育機関コンソーシアム和歌山に参加したが、公開講座の派遣講師は１名にとどまっ

た。 

 

（６）国際交流（６）国際交流（６）国際交流（６）国際交流 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載４事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

○ 平成２１年度から新たに香港中文大学との学生交流を始めた。 

○ 留学生向けの安全講習会を開催した。 

 

２２２２    業務運営の改善及び効率化業務運営の改善及び効率化業務運営の改善及び効率化業務運営の改善及び効率化 

 

    （１）運営体制の改善（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善（１）運営体制の改善 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載８事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 
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   ○ 理事長のリーダーシップを発揮できるよう、毎週理事会を開催し、重要事項を協議すると

ともに、必要に応じて拡大理事会を開催した。 

   ○ 企画戦略機構、産官学連携推進本部の展開により、組織の活性化に努めた。 

    

    （２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し（２）教育研究組織の見直し 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載２事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

○ 各種委員会のうち、役割を終えたもの及び統合できるもの等について、１１委員会を廃止し、

業務の効率化を進めた。 

 

    （３）人事の適正化（３）人事の適正化（３）人事の適正化（３）人事の適正化 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載１１事項中全てが「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

 ○ 教授選考の過程でプレゼンテーション及びインタビューを公開し、より優秀な人材を獲得

できるよう制度を改めるとともに、学内から実績のある人物に応募依頼を行う方式を定型化

した。 

 ○ ホームページに公募情報を掲載し、教授等の公募を行い、教授２名講師１名を採用した。 

 ○ 育児休業した教員１名に代替教員制度を用いた。 

 ○ 子育て支援のため、夜間勤務免除や育児休業・育児時間の取得推奨などを行った。 

○ 他の公立病院と、医師、看護師、医療技術職員等の人事交流を行った。 

  

（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化（４）事務等の効率化・合理化 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載２事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

   ○ 事務組織８課室１９班を再編し、人員的に制約のある中で、新規に監査室を設置すること

を決定した。 

   ○ 薬剤部において、薬剤搬送業務を外部に委託した。 

 

    ３３３３    財務内容の改善財務内容の改善財務内容の改善財務内容の改善 

 

    （１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加（１）外部研究資金その他の自己収入の増加 

    【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（（（（順調に進んで順調に進んで順調に進んで順調に進んでいる。）いる。）いる。）いる。）         

 年度計画の記載５事項中全てが「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を十



 

- 7 - 

分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

   ○ 病床稼働率が低下したが、平均在院日数の短縮などにより、入院単価が増加し、病院収益

は前年に比し３.８％の増加となった。 

   ○ 紀北分院においては、平均在院日数は短縮されたものの、病床稼働率は著しく低下し、収

益減となったが、新病院建設中のため、やむを得ないものである。今秋の新病院開設後に改

善されるものと期待したい。         

            ○ 産官学連携推進本部において、異業種交流会を２回開催し、企業とのマッチングを推進す

るとともに、個別に企業との研究相談を６件行い、寄附金の増収につながった。 

 

（２）経費の抑制（２）経費の抑制（２）経費の抑制（２）経費の抑制 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＣＣＣＣ（（（（やや遅れているやや遅れているやや遅れているやや遅れている。）。）。）。） 

 年度計画の記載５事項中４事項が「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施していな

い。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

   ○ 医療用材料と医薬品における診療収入比率が増加しており、経費の抑制を十分図ることが

できなかった。 

   ○ コピー機購入に際し、機器本体に保守管理サービスも加えて入札を行い、年７５０万円の

経費削減につながった。 

   ○ 節水・エレベーター使用自粛・不要な照明の消灯の啓発により、管理費節減に努めた。 

    

    （３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善（３）資産の運用管理の改善 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載１事項が、「年度計画を十分に実施している。」と認められたことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

   ○ 定期預金と譲渡性預金による適切な運用を行った。 

 

４４４４    自己点検・評価及び情報提供自己点検・評価及び情報提供自己点検・評価及び情報提供自己点検・評価及び情報提供 

 

    （１）評価の充実（１）評価の充実（１）評価の充実（１）評価の充実 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＣＣＣＣ（（（（やや遅れているやや遅れているやや遅れているやや遅れている。）。）。）。） 

 年度計画の記載３事項中２事項が「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められるが、１事項について「年度計画を十分には実施していな

い。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

   ○ 自己点検・評価報告書を作成し、関係各所に配布するとともにホームページに掲載した。 

○ 保健看護学部生・助産学専攻科生に対して「大学生活に関するアンケート」を実施すると

ともに、大学院生に対して「大学院に関するアンケート」を実施し、評価の充実に努めた。 
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    （２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進（２）情報公開等の推進 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

○ リアルタイムな情報を公開するため、８０８回に及ぶホームページの更新を行って、大学

・大学院・助産学専攻科の研究活動、学費、学生生活等に関する情報を適切に提供した。 

○ 年４回、病院情報誌「まんだらげ」を各４０００部発行し、積極的な情報提供を行った。 

 

５５５５    そのそのそのその他業務運営他業務運営他業務運営他業務運営 

 

    （１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等（１）施設及び設備の整備・活用等 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載７事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

○ 高度医療人育成センターが平成２２年４月に供用を開始し、また、紀北分院は今秋開設が

予定され、今後、地域への貢献が期待される。 

○ 系統解剖室の換気設備の改修を終了した。防火シャッターの改修は計画的に実施している。

また、ナースコールの設備及び本院外来駐車場の管理設備について更新計画を策定した。 

   ○ 新分院の医療情報システムの発注と医療機器整備計画の策定を行った。 

    

    （２）安全管理（２）安全管理（２）安全管理（２）安全管理 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載５事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を

十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

 ○ 全職員による防災避難訓練を実施するとともに、災害時における院内連絡網の見直しを行

った。 

 ○ 教職員に対する健康診断及び各種人間ドックを実施し、人間ドックの受診勧奨を実施した

結果、受診者の増加につながった。 

 ○ キャンパス内の禁煙とゴミ分別についての講習会・ポスター掲示を行った。 

○ 教職員の健康管理の見地から、キャンパス内禁煙啓発活動のみでなく、定期的に、喫煙率

調査を行うとともに、禁煙支援に取り組む必要がある。 

 

    （３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重（３）基本的人権の尊重 

          【評定】【評定】【評定】【評定】ＡＡＡＡ（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。）（順調に進んでいる。） 

 年度計画の記載７事項中全てが、「年度計画を上回って実施している。」又は「年度計画を
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十分に実施している。」と認められ、これらの状況を総合的に勘案したことによる。 

【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】【評価及び指摘事項】 

○ 全所属に職場研修員を設置し、人権意識の研修を実施し、人権啓発に取り組むとともに、 

セクハラ防止規程をパワハラ等に対応出来るよう、規程を改正した。 

○ 倫理委員会に外部委員を１名増員し、公正を期した。 

○ 患者からの医療相談や職員の対応等への苦情など１５００件余に対し、医事相談員、医療 

福祉相談員等で連携して対応した。 
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＜資料＞ 

 

○和歌山県公立大学法人評価委員会○和歌山県公立大学法人評価委員会○和歌山県公立大学法人評価委員会○和歌山県公立大学法人評価委員会    委員名簿（五十音順、敬称略）委員名簿（五十音順、敬称略）委員名簿（五十音順、敬称略）委員名簿（五十音順、敬称略） 

氏   名 役  職  等 

 茨   常 則 日本医療文化化研究会 主宰 

 佐 藤 エキ子 聖路加国際病院 副院長・看護部長 

 島 岡 ま な 大阪大学大学院高等司法研究科 教授 

◎ 月 山 和 男 月山病院 院長 

 橋 本 佳 明 上尾中央総合病院 生活習慣病センター長 

 林     宏 元紀陽銀行 専務取締役 

  （注）◎印は委員長 

 

○業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況○業務実績の評価に係る和歌山県公立大学法人評価委員会の開催状況 

  ・第１回和歌山県公立大学法人評価委員会  平成２２年 ７月 ６日開催 

・第２回和歌山県公立大学法人評価委員会  平成２２年 ８月 ３日開催 

・第３回和歌山県公立大学法人評価委員会  平成２２年 ８月１７日開催 

 

○大学収容定員等（平成２１年４月１日現在）○大学収容定員等（平成２１年４月１日現在）○大学収容定員等（平成２１年４月１日現在）○大学収容定員等（平成２１年４月１日現在） 

 収容定員（人） 収容数（人） 

医学部 ４２０ ４２１ 

保健看護学部 ３３２ ３３３ 

医学研究科 １９６ １４５ 

修士課程 ２８ ３０ 
 

博士課程 １６８ １１５ 

保健看護学研究科 ２４ ３１ 

助産学専攻科 １０ １０ 

 

○教職員数（平成２１年６月１日現在）○教職員数（平成２１年６月１日現在）○教職員数（平成２１年６月１日現在）○教職員数（平成２１年６月１日現在） 

総 数（人） １，３８７ 

教員 ３４７ 

事務職員 ９３ 

技術職員 ６ 

現業職員 ２６ 

医療技術部門職員 １６７ 

看護部門職員 ７３７ 

 

研究補助職員 １１ 

（出典）平成２１年度和歌山県立医科大学概要 


